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ⅠⅠ  埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターーのの概概要要  
１１．．組組織織とと職職員員  

（１）福岡市文化財行政の組織 

 平成 24 年度の機構改革で、文化財部は経済観光文化局へ移管し、埋蔵文化財センターは所長のみ教育

委員会と兼務となった。 
文化財活用部の組織 
 文化財活用課    管理調整係    部の総括、予算・決算、庶務・経理、文化財施設の管理 
           調査普及係    文化財保護審議会、文化財の調査、普及事業 
           歴史資源活用係  歴史文化基本構想の策定、赤煉瓦文化館有効活用、文化財関係団

体との連絡調整 
 史跡整備活用課   福岡城跡整備係  福岡城跡の調査・整備、課の庶務、福岡みんなの城基金 
           鴻臚館跡整備係  鴻臚館跡の調査・整備 
           史跡整備活用係  史跡の保存・整備・活用 
 埋蔵文化財課    事前審査係    公共及び民間開発事業に係る埋蔵文化財の事前調整及び周知 
           調査第１係    主に東部地区における埋蔵文化財の発掘調査及び保存、課の庶務 
           調査第２係    主に西部地区における埋蔵文化財の発掘調査及び保存、課の庶務 
 埋蔵文化財センター 運営係      埋蔵文化財の収蔵・保管・展示等、教育普及 
           保存分析係    埋蔵文化財の保存・分析 
（２）埋蔵文化財センターの職員（平成31・令和元年度） 

所長  宮井 善朗 

運営係長   龍 孝一 

文化財主事  今井 隆博(6月まで) 

文化財主事  板倉 有大 

 

     

文化財主事  大森 真衣子 

文化財主事  松尾 奈緒子(7月から) 

嘱託  力武 卓治 

（文化財教育普及専門員） 
  

保存分析係長  比佐 陽一郎 文化財主事  服部 瑞輝 
嘱託  松園 菜穂 

（保存処理指導員） 

 

２２．．施施設設  

（１）施設の概要 

 当センターは敷地面積 4,000 ㎡、鉄筋コンクリート造 3 階建（建築

面積 1,050㎡、延床面積 1,992㎡）の規模で昭和 57年 2月に開館した。

その後、昭和 61 年 3 月に収蔵庫を主とした増築（増築面積 1,035 ㎡、

増延床面積 1,994 ㎡）を行った。さらに平成 9 年度から大規模な増築・

改造を実施し、平成11年4月にリニューアルオープンの運びとなった。

現在、敷地面積 7,481 ㎡、建築面積 3,987 ㎡、延床面積 10,713 ㎡の施

設規模である。また、平成 28 年 3 月に取得した月隈収蔵庫は、敷地面

積 24,974.68 ㎡、建築面積 8,347.93 ㎡、延床面積 8,639.47 ㎡である。 
（２）施設の紹介 

 ホームページ（https://www.city.fukuoka.lg.jp/maibun/html）には施設の概要のほか、前年度の事業実

績、年度毎の保存処理資料の紹介、収蔵遺物、展示品、講座案内などを掲載している。 
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71,182千円（国庫補助金21,315千円、使用料及び手数料808千円、諸収入59千円、市債49,000千円）

188,969千円（自主財源117,787千円）　内訳：管理運営費78,529千円、事業費110,440千円

（１）月別入館者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

25 27 26 26 27 25 27 26 23 23 25 26 306

一般 小計 189 359 377 237 179 195 212 188 144 169 196 92 2,537 88.6%

小学生 6 19 18 11 14 7 6 6 6 1 3 1 98 3.4%

中学生 1 4 3 3 4 10 1 2 1 0 1 0 30 1.0%

高校生 1 3 3 0 0 1 0 0 1 0 2 0 11 0.4%

大学生 3 9 5 4 51 4 4 18 27 6 3 7 141 4.9%

その他 1 11 3 1 5 4 4 5 1 5 7 0 47 1.6%

小計 12 46 32 19 74 26 15 31 36 12 16 8 327 11.4%

201 405 409 256 253 221 227 219 180 181 212 100 2,864 100.0%

一般 0 234 28 189 96 161 235 90 242 111 19 0 1,405 83.5%

(団体数) 0 3 4 4 3 1 5 4 5 1 2 0 32

小学生 0 0 141 34 52 0 0 25 0 0 0 0 252 15.0%

(団体数) 1 1 2 1 0 5

中学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

(団体数) 0 0 0

高校生 4 0 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 21 1.2%

(団体数) 1 1 0 2

大学生 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 5 0.3%

(団体数) 1 0 1

4 234 169 223 148 161 235 132 247 111 19 0 1,683 100.0%

1 3 5 5 5 1 5 6 6 1 2 0 40

205 639 578 479 401 382 462 351 427 292 231 100 4,547

8 24 22 18 15 15 17 14 19 13 9 4 15

339 443 715 431 94 560 302 198 367 0 0 0 3,449 　

6 6 9 4 1 6 4 3 3 0 0 0 42

（２）個人入館者年齢区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計(人) 比率(％)

15 41 29 15 30 23 11 13 10 8 13 1 209 7.3%

13 17 20 14 59 19 14 30 38 17 23 9 273 9.6%

29 51 34 27 26 31 40 28 12 23 21 13 335 11.7%

44 83 60 63 53 38 42 41 36 31 57 26 574 20.0%

44 79 81 53 50 47 50 46 34 47 39 24 594 20.7%

37 87 108 60 27 43 61 42 35 34 38 16 588 20.5%

16 42 68 22 8 19 5 17 12 18 20 11 258 9.0%

3 5 9 2 0 1 4 2 3 3 1 0 33 1.2%

201 405 409 256 253 221 227 219 180 181 212 100 2,864 100.0%

（３）個人入館者住所区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計(人) 比率(％)

133 251 274 173 155 132 133 124 97 120 142 61 1,795 62.7%

31 98 94 45 52 41 54 49 42 28 33 24 591 20.6%

37 55 41 33 41 47 40 44 41 28 35 15 457 16.0%

0 1 0 5 5 1 0 2 0 5 2 0 21 0.7%

201 405 409 256 253 221 227 219 180 181 212 100 2,864 100.0%

（４）過去５年間の月別入館者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計（人）

226 652 631 501 470 460 437 453 370 325 315 366 5,206

349 582 551 395 572 458 512 447 389 318 386 355 5,314

303 329 710 551 589 488 363 396 382 423 451 515 5,500

225 704 535 428 575 424 519 455 401 301 337 421 5,325

205 639 578 479 401 382 462 351 427 292 231 100 4,547

394,732

比率(％)

平成31・令和元年度

平成30年度

開館以降累計入館者数（人）

３３．．平平成成3311・・令令和和元元年年度度当当初初予予算算

（１）歳入

（２）歳出

  国         外

合  計(a)

合  計(b)

50～59才

出前授業（人）

(学校数)

20～29才

個
 
 
 
 

人

1日平均（人）

平成29年度

４４．．平平成成3311・・令令和和元元年年度度入入館館者者数数

  福   岡   市

総    計 (a+b)

区      分

0～19才

  区     分

学
 
 
 

生

  日　　  数

(団体数計)

団
 
 
 
 
 
 

体

80才以上

30～39才

40～49才

70～79才

60～69才

※2月27日から3月20日まで新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館

平成27年度

平成28年度

  区     分

 計

計

  福 岡 県 内

  県         外

  区     分
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ⅡⅡ  平平成成 3311・・令令和和元元年年度度のの活活動動  

１１．．庚庚寅寅銘銘大大刀刀重重要要文文化化財財指指定定記記念念事事業業ににつついいてて  

 いわゆる「庚寅銘大刀」（指定名称「金錯銘大刀」）は、平成 31 年 3 月 18 日に、文化審議会か

ら重要文化財指定の答申を得て、令和元年 7 月 23 日官報号外にて重要文化財指定の告示がなされ

た。これを記念して、福岡市埋蔵文化財センターでは「庚寅銘大刀の謎に迫る」と題し、広く市民

に普及をはかることを目的としてシンポジウムや各種イベントを開催した。ここでは、その概要を

記すものである。 

 

（１）庚寅銘大刀重要文化財指定記念シンポジウム「庚寅銘大刀の謎に迫る」 

 初回は、大刀発見から保存処理、重要文化財指定に至るまでの過程において、数多くのご指導を

いただいた専門家の中から４名を講師に迎え、講演会とパネルディスカッションを行った。 

 広報は、福岡市政だよりや埋蔵文化財センターHP 等への記事掲載のほか、3000 枚のチラシを作

成し、市内公民館や区役所、市内外の文化財関係施設、博物館、図書館等に設置して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンポジウムでは、最初に、調査指導委員会委員長としてご指導をいただいた西山要一氏に総論

的なご講演をお願いした後、文化財科学、文献史学、考古学のそれぞれの視点から今津節生氏、坂

上康俊氏、桃崎祐輔氏にご講演いただいた。その後、講演を通じて明らかとなった庚寅銘大刀の謎

を中心に、庚寅銘大刀の研究に関する今後の展望や庚寅銘大刀の活用の可能性を含めて議論を行っ

ていただいた。 

 当日は、定員 250 名を大きく上回る 308 名の市民の方にご参加いただいた。来場者には、「庚寅

銘大刀－重要文化財指定品と遺跡の紹介図録」（福岡市埋蔵文化財センター2019）および庚寅銘大

刀の象嵌文字をあしらった箸を記念品として進呈した。 

  

 

 

 

 

 

        講演会        パネルディスカッション       記念品 

日時 令和元年６⽉29日（⼟）13時〜17時20分（開場12時30分）

開場 天神スカイホール（福岡市中央区天神１－４－１⻄日本新聞会館16階）

受講者数
広　 　 報︓　先着250名（申し込み不要・⼊場無料）
受講実数︓　308名

式次第

13:00〜　開会
[第一部]
13:10〜　⻄⼭ 要一 ⽒（奈良⼤学名誉教授）「庚寅銘⼤⼑の謎に迫る」
14:00〜　今津 節⽣ ⽒（奈良⼤学教授）「最新技術で探る錆の中の⾦の⽂字」
14:50〜　坂上 康俊 ⽒（九州⼤学⼤学院教授）「元岡G-6号墳の被葬者像をめぐって」
15:25〜  桃崎 祐輔 ⽒（福岡⼤学教授）「庚寅銘⼤⼑と鈴から⾒た元化G-6号墳の時代背景と東アジア」
[第二部]
16:15〜　パネルディスカッション
17:15〜 閉会

日時 令和元年６⽉29日（⼟）13時〜17時20分（開場12時30分）
開場 天神スカイホール（福岡市中央区天神１－４－１⻄日本新聞会館16階）

受講者数 広　 　 報︓　先着250名（申し込み不要・⼊場無料）
受講実数︓　308名

式次第

13:00〜　開会
[第一部]
13:10〜　⻄⼭ 要一 ⽒（奈良⼤学名誉教授）「庚寅銘⼤⼑の謎に迫る」
14:00〜　今津 節⽣ ⽒（奈良⼤学教授）「最新技術で探る錆の中の⾦の⽂字」
14:50〜　坂上 康俊 ⽒（九州⼤学⼤学院教授）「元岡G6号墳の被葬者像をめぐって」
15:25〜  桃崎 祐輔 ⽒（福岡⼤学教授）「庚寅銘⼤⼑と鈴から⾒た元岡G6号墳の時代背景と東アジア」
[第二部]
16:15〜　パネルディスカッション
17:15〜 閉会
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（２）庚寅銘大刀重要文化財指定記念イベント 

「庚寅銘大刀の謎に迫る～大刀出土の地で見る・聞く・体験する」 

２回目は、庚寅銘大刀が出土した九州大学伊都キャンパス（西区元岡）において、九州大学との

主催、公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構の共催事業として、イベントを行った。イベン

トは、午前中に考古学と文献史学の専門家による講演会、午後に、元岡古墳群 G-6 号墳を中心に九

州大学内の関連遺跡をめぐるバスツアーと大刀に使用された象嵌技術を体験できるワークショップ

を並行して開催した。広報は、初回のシンポジウムと同様の方法のほか、西区管内西部 7 校区の公

民館・小中学校、公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構が関係する学研都市駅前でのまちづ

くりイベントでもチラシの配布等を行い、大刀が出土した地域の市民への周知に特に力を入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会は 142 名、事前予約制としたバスツアーと象嵌体験教室はそれぞれ 57 名、15 名の市民の

方の参加を得た。来場者には、「庚寅銘大刀－重要文化財指定品と遺跡の紹介図録」（福岡市埋蔵

文化財センター2019）、および、「元岡・桑原遺跡群－九州大学伊都キャンパス移転事業に伴う発

掘調査」（福岡市教育委員会 2019）を記念品として進呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

講演会      バスツアー(元岡 G-6 号墳）     象嵌体験教室 

日時 令和元年11⽉9日（⼟）10時〜16時

開場 九州⼤学伊都キャンパス（⻄区元岡）

①重要⽂化財指定記念講演会　－　九州⼤学イーストゾーン　⼤講義室Ⅱ（開場9:20〜）
⼤⼑の銘⽂の意味や背景，出⼟した元岡G-6号墳や伊都キャンパス内の関連する遺跡などをテーマに，ご講演をいただいた。
10:00〜　開会
10:10〜　辻⽥ 淳一郎 ⽒（九州⼤学准教授）「元岡・桑原遺跡群における古墳の変遷をめぐる諸問題」
11:20〜　⽥中 史⽣ ⽒（早稲⽥⼤学教授）
　　　　　　　　　　　　　「百済と倭国の暦術・占術と中国系知識⼈―元岡G-6号墳出⼟⼤⼑銘をめぐって―」
12:30〜  閉会

②元岡・桑原遺跡群⾒学ツアー　－ 第1便14:00〜15:00，第2便15:00〜16:00
実際に元岡・桑原遺跡群の発掘調査を担当した福岡市⽂化財専門職が解説しながら，⼤⼑が出⼟した元岡G-6号墳をはじ
め，伊都キャンパス内やその周辺に残る遺跡をバスで廻るもの。
案内箇所︓⽯ヶ原古墳移築⽯室・展望展⽰室（九州⼤学イーストゾーン1号館），元岡古墳群G1・G6号墳
　　　　　　　県指定史跡瓜尾貝塚
⽯ヶ原古墳展望展⽰室では，⼤⼑の複製品のほか，伊都キャンパス内の遺跡から発⾒された出⼟品を公開したほか，九州
⼤学総合研究博物館教授岩永省三⽒に解説していただいた。

③象嵌体験教室　－ 九州⼤学センターゾーン ビッグオレンジ会議室　14:00〜16:00
庚寅銘⼤⼑の復元品を製作した，熊本に伝わる伝統⼯芸「肥後象嵌」の職⼈である稲⽥憲太郎⽒を講師に迎え，⼤⼑の銘
⽂に⽤いられている⾦象嵌を体験する教室。
参加者は⾦象嵌の技術について学んだ後，実際に象嵌技術を体験し，ペンダントトップやブックマーカーとなるチャームを製作した。

日時 令和元年11⽉9日（⼟）10時〜16時
開場 九州⼤学伊都キャンパス（⻄区元岡）

①重要⽂化財指定記念講演会　－　九州⼤学イーストゾーン　⼤講義室Ⅱ（開場9:20〜）
⼤⼑の銘⽂の意味や背景、出⼟した元岡G-6号墳や伊都キャンパス内の関連する遺跡などをテーマに、ご講演をいただいた。
10:00〜　開会
10:10〜　辻⽥ 淳一郎 ⽒（九州⼤学准教授）「元岡・桑原遺跡群における古墳の変遷をめぐる諸問題」
11:20〜　⽥中 史⽣ ⽒（早稲⽥⼤学教授）
　　　　　　　　　　　　　「百済と倭国の暦術・占術と中国系知識⼈―元岡G-6号墳出⼟⼤⼑銘をめぐって―」
12:30〜  閉会

②元岡・桑原遺跡群⾒学ツアー　－ 第1便14:00〜15:00、第2便15:00〜16:00
実際に元岡・桑原遺跡群の発掘調査を担当した福岡市⽂化財専門職が解説しながら、⼤⼑が出⼟した元岡G-6号墳をはじ
め、伊都キャンパス内やその周辺に残る遺跡をバスで廻るもの。
案内箇所︓⽯ヶ原古墳移築⽯室・展望展⽰室（九州⼤学イーストゾーン1号館）、元岡古墳群G-1・G-6号墳
　　　　　　　 県指定史跡元岡瓜尾貝塚
⽯ヶ原古墳展望展⽰室では、⼤⼑の複製品のほか、伊都キャンパス内の遺跡から発⾒された出⼟品を公開したほか、九州
⼤学総合研究博物館教授岩永省三⽒に解説していただいた。

③象嵌体験教室　－ 九州⼤学センターゾーン ビッグオレンジ会議室　14:00〜16:00
庚寅銘⼤⼑の復元品を製作した、熊本に伝わる伝統⼯芸「肥後象嵌」の職⼈である稲⽥憲太郎⽒を講師に迎え、⼤⼑の銘
⽂に⽤いられている⾦象嵌を体験するワークショップ。
参加者は⾦象嵌の技術について学んだ後、実際に象嵌技術を体験し、ペンダントトップやブックマーカーとなるチャームを製作した。
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２２．．資資料料のの収収蔵蔵・・整整理理  

 

(１) 収蔵方針 

 福岡市では、文化財行政を文化財活用部が主

管し、記録保存目的の発掘調査を埋蔵文化財課

が、保存目的の発掘調査を史跡整備活用課がそ

れぞれ担当している（本書Ⅰ-1 参照）。福岡市

埋蔵文化財センター（以下、「センター」とい

う）では、昭和 60（1985）年に策定した「埋蔵

文化財資料の収蔵整理要項」（『福岡市埋蔵文

化財センター年報』第 5 号所収）に従い、発掘

調査担当課が整理・報告を行った出土遺物、記

録類の受入・収蔵を行っている。国民の協力を

得て実施される発掘調査の成果は、速やかに一

般公開され、広く市民や研究者に利用されなけ

ればならない。センターでは、収蔵整理要項を

実情にあわせて改訂しつつ、発掘調査成果が円

滑に一般公開できるよう発掘調査担当課と緊密

な連携を図っている。 
 

(２) 平成 31・令和元年度の本収蔵 

 平成 31・令和元年度の本収蔵は、埋蔵文化財

課および史跡整備活用課など発掘調査担当課

（埋文課と区分）から搬入・収蔵されたもの 51
件、センターで収蔵したもの 12 件のあわせて

63 件（新規収蔵 41 件、追加収蔵 19 件、寄贈等

3 件）である。遺物量で見ると、福岡城跡 65 次

の 305 箱、同 59 次の 280 箱、雀居遺跡 18 次の

未図化遺物 248 箱、姪浜遺跡 6 次の甕棺 9 基な

どが比較的量が多い。35 ㎜ネガフィルムの収蔵

本数は前年度比 63.9％と減少傾向にあり、デジ

タル写真への移行が進んでいる。デジタル写真

については、カメラ機種の選定から、デジタル

データの管理、編集、収蔵、保管に至るまで、

検討すべき課題が残されている。 
平成 31・令和元年度までにセンターに収蔵さ

れた資料は調査 2,125 件分（追加収蔵、寄贈受

入まで含めた収蔵数は 2,891 件）で、これまで

の調査総数 2,671 件に対して、収蔵率は約 80％
である。引き続き、整理・報告作業を行う発掘

調査担当課と収蔵作業について連携を図るとと

もに、センターにおいても仮収蔵資料の整理・

収蔵作業を進めていく必要がある。 
  
(３) 収蔵環境の整備 

  収蔵資料のうち土器・石器などは一般収蔵庫

に、金属器・木製品・自然遺物・玉類は木器特

別収蔵庫に収納している。また、写真類は第一

記録類収蔵庫に、図面類は第二記録類収蔵庫お

よび本館 3 階特別収蔵庫に、写真カードは第一

資料整理室に収蔵している。 
一般収蔵庫は、収蔵量が限界に達しており、

平成 27 年度に月隈政府倉庫を新たな収蔵庫と

して取得した（月隈収蔵庫）。平成 31・令和元

年度は、月隈収蔵庫に 128 連（棚 10 段）の鋼製

収蔵棚を設置した。引き続き月隈収蔵庫への鋼

製収蔵棚の設置を進めて、収蔵環境を整備して

いく。 

本収蔵数一覧（2014～2019年度）

甕棺(個) コンテナ(箱) 35㎜(本） 6×7（ｺﾏ） 4×5（枚） 35㎜（ｺﾏ） 6×7（ｺﾏ） 4×5（枚） 遺構 遺物

埋文課 33 1 0 18,857 19 1,654 336 2,688 11 6,490 2,155 15 4,906 1,142 1,104 1,891

2015 センター 12 111 34 2,934 -1 298 100 118 91 1,410 292 6 0 122 177 274

年度合計 45 112 34 21,791 18 1,952 436 2,806 102 7,900 2,447 21 4,906 1,264 1,281 2,165

埋文課 68 8 0 43,851 122 2,696 686 9,477 132 15,869 4,130 176 7,173 3,304 3,218 7,045

2016 センター 5 73 2 1,825 -2 213 99 768 0 798 598 0 8 114 67 581

年度合計 73 81 2 45,676 120 2,909 785 10,245 132 16,667 4,728 176 7,181 3,418 3,285 7,626

埋文課 33 18 0 20,589 1 1,919 207 2,262 12 5,124 1,333 12 5,635 1,358 1,764 1,529

2017 センター 5 34 2 1,946 2 163 131 1,166 0 2,062 367 7 0 320 496 649

年度合計 38 52 2 22,535 3 2,082 338 3,428 12 7,186 1,700 19 5,635 1,678 2,260 2,178

埋文課 37 0 0 17,893 7 1,783 285 2,643 0 6,407 2,347 0 10,664 966 1,705 1,787

2018 センター 1 48 5 6,159 11 118 3 31 0 193 6 0 218 29 88 142

年度合計 38 48 5 24,052 18 1,901 288 2,674 0 6,600 2,353 0 10,882 995 1,793 1,929

埋文課 38 13 0 12,787 16 1,647 97 1,357 0 2,762 1,092 33 5,672 714 780 820

2019 センター 3 6 3 4,671 1 374 87 679 0 1,891 71 0 0 383 297 446

年度合計 41 19 3 17,458 17 2,021 184 2,036 0 4,653 1,163 33 5,672 1,097 1,077 1,266

埋文課 1,782 130 0 1,195,240 1,355 110,782 19,942 311,498 3,878 353,794 117,940 2,238 61,139 83,903 90,255 188,538

計 センター 343 571 65 166,870 458 18,699 5,980 51,003 3,654 78,139 9,977 582 2,566 14,063 14,577 35,657

総計 2,125 701 65 1,362,110 1,813 129,481 25,922 362,501 7,532 431,933 127,917 2,820 63,705 97,966 104,832 224,195
※計は1986～2019年度

写真
カード(枚)

デジタル
写真(ｺﾏ）

遺物 ネガフィルム ポジフィルム 図面(枚)
年度 収蔵区分

新規
遺跡数

追加
遺跡数

寄贈・採集
受入件数

登録遺物
点数

本収蔵数一覧（2015～2019年度）

甕棺(個) コンテナ(箱) 35㎜(本） 6×7（ｺﾏ） 4×5（枚） 35㎜（ｺﾏ） 6×7（ｺﾏ）4×5（枚） 遺構 遺物

埋文課 33 1 0 18,857 19 1,654 336 2,688 11 6,490 2,155 15 4,906 1,891 1,142 1,104

2015 センター 12 111 34 2,934 -1 298 100 118 91 1,410 292 6 0 274 122 177

年度合計 45 112 34 21,791 18 1,952 436 2,806 102 7,900 2,447 21 4,906 2,165 1,264 1,281

埋文課 68 8 0 43,851 122 2,696 686 9,477 132 15,869 4,130 176 7,173 7,045 3,304 3,218

2016 センター 5 73 2 1,825 -2 213 99 768 0 798 598 0 8 581 114 67

年度合計 73 81 2 45,676 120 2,909 785 10,245 132 16,667 4,728 176 7,181 7,626 3,418 3,285

埋文課 33 18 0 20,589 1 1,919 207 2,262 12 5,124 1,333 12 5,635 1,529 1,358 1,764

2017 センター 5 34 2 1,946 2 163 131 1,166 0 2,062 367 7 0 649 320 496

年度合計 38 52 2 22,535 3 2,082 338 3,428 12 7,186 1,700 19 5,635 2,178 1,678 2,260

埋文課 37 0 0 17,893 7 1,783 285 2,643 0 6,407 2,347 0 10,664 1,787 966 1,705

2018 センター 1 48 5 6,159 11 118 3 31 0 193 6 0 218 142 29 88

年度合計 38 48 5 24,052 18 1,901 288 2,674 0 6,600 2,353 0 10,882 1,929 995 1,793

埋文課 38 13 0 12,787 16 1,647 97 1,357 0 2,762 1,092 33 5,672 820 714 780

2019 センター 3 6 3 4,671 1 374 87 679 0 1,891 71 0 0 446 383 297

年度合計 41 19 3 17,458 17 2,021 184 2,036 0 4,653 1,163 33 5,672 1,266 1,097 1,077

埋文課 1,782 130 0 1,195,240 1,355 110,782 19,942 311,498 3,878 353,794 117,940 2,238 61,139 188,538 83,903 90,255

計 センター 343 571 65 166,870 458 18,699 5,980 51,003 3,654 78,139 9,977 582 2,566 35,657 14,063 14,577

総計 2,125 701 65 1,362,110 1,813 129,481 25,922 362,501 7,532 431,933 127,917 2,820 63,705 224,195 97,966 104,832
※計は1986～2019年度

写真
カード
(枚)

デジタル
写真(ｺﾏ）

遺物 ネガフィルム ポジフィルム 図面(枚)
年度 収蔵区分

新規
遺跡数

追加
遺跡数

寄贈・採集
受入件数

登録遺物
点数
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３３．．教教育育・・普普及及  

 埋蔵文化財センターでは、収蔵品を公開す

ることによって市民に地域の歴史の魅力を伝

え、①埋蔵文化財の関心を高め、②埋蔵文化

財の保護に対する理解を深めてもらうことを

目的に、教育普及事業を行っている。 

（１）展示 

①常設展示 
当センターでは「埋蔵文化財の保存・保

護」と「弥生以来の海外交易の拠点都市」を

展示の主要なテーマとし、それぞれ２つの常

設展示を公開している。 
 第１展示室では、埋蔵文化財の発掘調査か

ら遺物・記録類が収蔵、管理・活用されるま

での一連の流れと、木器・金属器等の科学的

保存処理の成果について、解説している。 
 第２展示室では、江戸時代に鎖国されるま

で日本の玄関口であり続けた本市の特徴をと

りあげ、最も脚光を浴びた弥生時代と国内最

大の国際貿易港であった中世に焦点をあて、

前者を「奴国の時代」、後者を「中世都市博

多」と題して紹介している。 
（各展示室の展示項目については、『福岡市

埋蔵文化財センター年報』第 38 号を参照。） 
 

②企画展示 
平成 31 年度も、第３展示室において、年に

３回、後述する考古学講座「庚寅銘大刀の謎

に迫る」に関連した展示を２回、速報講座

「甦る出土遺物」関連展を１回実施した。 
 
〇考古学講座関連展示 
「庚寅銘大刀展－国重要文化財指定記念－」 
令和元年 5 月 25 日(土)～10 月 27 日(日) 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
〇考古学講座関連展示 

「福岡市のあゆみと私たちの歴史 
－130 年間で発掘調査約 2700 回－」展 

令和元年 11 月 5 日(火) 
       ～令和２年１月 26 日(日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
〇速報講座関連展示 

「甦る出土遺物 
－平成 30 年度保存処理成果－」展 

令和２年 2 月 4 日(火)～6 月 21 日(日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③プチ展示 

 平成 28 年度より、エントランスホールに展

示ケースを設置し、学芸員おすすめの逸品を

展示している。 

 平成 31 年度は以下の資料を公開した。 

［ 平成 31 年度プチ展示資料一覧 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   博多遺跡群出土 青白磁平形合子 

展示開始日 展示品 出土遺跡

平成31年1⽉26日 無文銭 博多遺跡群

令和元年5⽉18日 ⻘銅製三塁環把頭 ⾦武古墳群D-11号墳

令和元年7⽉20日 木鏃 那珂君休遺跡，下⽉隈C遺跡

令和元年9⽉28日 魚骨入り須恵器坏 ⽻根⼾古墳群E群8号墳

令和元年11⽉21日 ネズミ返し 元岡・桑原遺跡群

令和元年1⽉18日 ⻘⽩磁平形合⼦ 博多遺跡群

展示開始日 展示品 出土遺跡

平成31年1⽉26日 無文銭 博多遺跡群

令和元年5⽉18日 ⻘銅製三塁環把頭 ⾦武古墳群D-11号墳

令和元年7⽉20日 木鏃 那珂君休遺跡，下⽉隈C遺跡

令和元年9⽉28日 魚骨入り須恵器坏 ⽻根⼾古墳群E群8号墳

令和元年11⽉21日 ネズミ返し 元岡・桑原遺跡群

令和元年1⽉18日 ⻘⽩磁平形合⼦ 博多遺跡群
国重要文化財指定記念
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④館外展示 
〇常設の館外展示 

市民が身近に出土品と触れ合うことのでき

る場を提供することを目的とし、学校や公民

館等の公共施設や、発掘調査を実施した民間

施設等において、資料の展示に取り組んでいる。 
各施設のエントランス等に展示ケースを設

置し、周辺の遺跡から出土した出土品を中心

に解説を付して公開している。 
［設置場所］ 
博多駅地下連絡通路・教育センター・文化セ

ンター高取・西南学院大学・馬出小学校・三

苫小学校・西都崎小学校・博多小学校・板付

北小学校・野多目小学校・城南小学校・賀茂

小学校・城原小学校・和白図書館・老司公民

館・四箇田公民館・今津公民館・西都公民

館・金武公民館・戸切人権のまちづくり館等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   博多駅地下連絡通路 館外展示 
〇短期の館外展示 

主催者からの申し込みに応じて、校区の文

化祭や市内で開催される各種イベント等に臨

時でブースを設け、校区やイベントのテーマ

にかかわりの深い出土品を展示している。 
 平成 31 年度は、田島校区文化祭、元岡校区

文化祭において、校区の遺跡から出土した出

土品を中心に展示を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   田島校区文化祭 館外展示作業 

（２）収蔵資料の利用 

①収蔵資料の貸出 
 収蔵している出土品や発掘調査の記録類に

ついて、小中学校や公民館、国内外の博物館

や研究機関、出版社等のメディア等に対し、

貸出しを行っている。収蔵資料の貸出しは、

福岡市埋蔵文化財センター条例第５条第 1 項

に定めるとおり、許可手続きを経て行う。 
 
 
 
 
 
 
 
②収蔵資料の閲覧 

収蔵している出土品や発掘調査の記録類に

ついて、市民や考古学を学ぶ学生、研究者等

の要望に応じて、閲覧に供している。また、

メディア等の撮影の依頼にも応じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メディアによる取材に対する収蔵品の提供 
 
③関連図書の収蔵と閲覧 
 平成 31 年度に新たに受け入れた図書は下記

の通り。蔵書数は合計 103,142 冊となった。 
 
 
 
 
 
 
 

考古資料
（出土品）

記録類ほか
（写真等） 合計

短期貸出 138 917 311 1228

⻑期貸出
（借⽤期間1年以上） 49 2750 33 2783

点数
件数内容

内容 件数 点数

考古資料（出土品） 93 10137

記録類ほか（写真等） 3 141

合計 96 10278

一般 雑誌 合計

購入 9 114 123

受贈 1930 45 1975

合計 1939 159 2098

平成31年度
新規受け入れ図書（冊）

閲覧

内容 件数 点数

考古資料（出土品） 93 10137

記録類ほか（写真等） 3 141

合計 96 10278

貸出

考古資料
（出土品）

記録類ほか
（写真等） 合計

短期貸出 138 917 311 1228
⻑期貸出

（借⽤期間1年以上） 49 2750 33 2783

点数
件数内容

閲覧

内容 件数 点数

考古資料（出土品） 93 10137

記録類ほか（写真等） 3 141

合計 96 10278

貸出

考古資料
（出土品）

記録類ほか
（写真等） 合計

短期貸出 138 917 311 1228
⻑期貸出

（借⽤期間1年以上） 49 2750 33 2783

点数
件数内容

一般 雑誌 合計

購入 9 114 123

受贈 1930 45 1975

合計 1939 159 2098

平成31年度
新規受け入れ図書（冊）
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（３）施設の利用 

①講座室の利用 
申し込みに応じて、研究会等の会場として

一般に提供している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年 10 月 17 日（木）には、全国公立

埋蔵文化財センター連絡協議会第 32 回研修会

「考古資料の重要文化財指定とその活用」を

実施した（36 機関 56 名参加）。 

②団体見学ほか 

 申し込みに応じて、文化財を専門とする職

員が解説を行いながら、展示室、収蔵庫など

のバックヤードを案内している。 
 
 
 
 
 

（４）公開講座 

①考古学講座 
 考古学講座は、福岡市内の遺跡や出土品に

関係するテーマを 1 つ定め、研究の最前線で

活躍される考古学者を講師に迎え、市民とと

もにより深く学ぶことを趣旨とするもの。 
 平成 31 年度のテーマは「庚寅銘大刀の謎に

迫る－庚寅銘大刀国重要文化財指定記念・市

政 130 周年記念講座－」。平成 31 年 3 月に

国から重要文化財に指定された庚寅銘大刀に

関する最新の研究成果と、市政 130 周年を記

念して歴史に関わる新聞報道のあゆみについ

て、各分野の専門家をお招きし、下記の通り

合計６回の講座を開催した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３回「稲荷山古墳出土鉄剣銘と倭王権」 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 なお、庚寅銘大刀の普及をはかることを目

的として、別途シンポジウムを２回開催した

（４～５頁参照）。 
 
②速報講座 
 前年度に行った出土遺物保存処理や市内発

掘調査の成果について、２回の速報講座を毎

年度開催している。平成 31 年度も下記のとお

り予定していたが、新型コロナウィルス感染

拡大を防止するため、中止とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）出前授業・出前講座 

郷土の歴史に対する興味・関心を喚起し、郷土

愛の醸成に資することを目的とし、文化財を専門

とする職員を事前に申し込みのあった小学校や公

民館等に派遣し、その校区の遺跡に関する授業・

講座を行っている。各プログラムでは、体験学

習の前に職員が学校の周辺の遺跡について解

説を行い、児童や市民が出土品に直接触れて

歴史を身近に感じる時間を設けている。 
 

①出前授業（小学校） 
 平成 17 年度より開始した。平成 31 年度は下

記のとおり 5 つのプログラムを用意し、合計

42 校、3449 名の児童に対して授業を行った。 
 
 

回 開催日・講演題 講師名 受講
者数

1
令和２年２⽉２２日(土)

甦る出土遺物
　  平成30年度保存処理成果から

埋蔵文化財センター職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

2
令和２年３⽉２８日(土)

発掘調査総まくり
　　 平成31年度市域内調査から

 埋蔵文化財課職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

団体⾒学主体 団体数 利⽤者数

学校 8 278

そのほか 40 1683

合計 48 1961

内容 件数 利⽤者数

職員採⽤試験 2 19

研究会 3 52

会議 1 56

大学講義 2 11

合計 8 138

団体⾒学主体 団体数 利⽤者数
学校 8 278
そのほか 40 1683
合計 48 1961

内容 件数 利⽤者数
職員採⽤試験 2 19
研究会 3 52
会議 1 56

大学講義 2 11
合計 8 138

団体⾒学主体 団体数 利⽤者数
学校 8 278
そのほか 40 1683
合計 48 1961

内容 件数 利⽤者数
職員採⽤試験 2 19
研究会 3 52
会議 1 56

大学講義 2 11
合計 8 138

回 開催日・講演題 講師名 受講
者数

1 令和元年５⽉１８日(土)
日本人と暦

細井　浩志氏
 （活⽔⼥⼦大学） 175

2
令和元年７⽉２０日(土）

象嵌技術と
　　　謎の一文字「練」をめぐって

鈴木　勉氏
（工芸文化研究所） 161

3 令和元年９⽉２８日(土)
稲荷山古墳出土鉄剣銘と倭王権

熊谷　公男氏
（東北学院大学） 161

4
令和元年１０⽉１９日(土)

６・７世紀の集落動向
－元岡・桑原遺跡群を中心に－

菅波　正人氏
（福岡市文化財活⽤部） 156

5 令和元年１２⽉７日(土)
庚寅銘大刀を生んだ時代

広瀬　和雄氏
（国⽴歴史⺠俗博物館） 187

6 令和２年１⽉１８日(土)
新聞記者の目から歴史を紐解く

古賀　英毅氏
（⻄日本新聞社） 111

951

回 開催日・講演題 講師名 受講
者数

1
令和２年２⽉２２日(土)

甦る出土遺物
　  平成30年度保存処理成果から

埋蔵文化財センター職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

2
令和２年３⽉２８日(土)

発掘調査総まくり
　　 平成31年度市域内調査から

 埋蔵文化財課職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

.

合計

回 開催日・講演題 講師名 受講
者数

1 令和元年５⽉１８日(土)
日本人と暦

細井　浩志氏
 （活⽔⼥⼦大学） 175

2
令和元年７⽉２０日(土）

象嵌技術と
　　　謎の一文字「練」をめぐって

鈴木　勉氏
（工芸文化研究所） 161

3 令和元年９⽉２８日(土)
稲荷山古墳出土鉄剣銘と倭王権

熊谷　公男氏
（東北学院大学） 161

4
令和元年１０⽉１９日(土)

６・７世紀の集落動向
－元岡・桑原遺跡群を中心に－

菅波　正人氏
（福岡市文化財活⽤部） 156

5 令和元年１２⽉７日(土)
庚寅銘大刀を生んだ時代

広瀬　和雄氏
（国⽴歴史⺠俗博物館） 187

6 令和２年１⽉１８日(土)
新聞記者の目から歴史を紐解く

古賀　英毅氏
（⻄日本新聞社） 111

951

回 開催日・講演題 講師名 受講
者数

1
令和２年２⽉２２日(土)

甦る出土遺物
　  平成30年度保存処理成果から

埋蔵文化財センター職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

2
令和２年３⽉２８日(土)

発掘調査総まくり
　　 平成31年度市域内調査から

 埋蔵文化財課職員
（福岡市文化財活⽤部） 中止

.

合計

－9－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

「祈りとまじない」授業風景 
 

②出前講座（公民館等） 
 平成 24 年度より開始した。平成 31 年度は

下記のとおり４つのプログラムを用意し、合

計７つの公民館・図書館で、266 名の市民の

参加を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）教育活動 

①博物館実習 
平成 31 年度も、市内外の大学からの依頼に

応じて、引き続き博物館学芸員 (補 )資格取得

を目的とした実習を実施した。 
博物館実習は、学芸員の実務や館の運営を

体験することによって学芸員としての心構え

を養成することを目的としている。当センタ

ーの博物館実習の特徴は、これらの通常業務

に加えて、実習期間中に企画展示に取り組む

ことにある。実習生は、職員の助言を受けな

がら、グループごとに展示計画を立案し、議

論しながら展示の準備を進める。実習の最終

段階では実際に展示作業を行い、ギャラリー

トークも体験する。 
平成 31 度の実習生は、第三展示室「庚寅銘

大刀展－国重要文化財指定記念－」に合わせ

て、元岡・桑原遺跡群における祭祀をテーマ

に「祈りのキセキ」と題する展示を行った。 
［実習期間］ 令和元年８月６日～８月 17 日 
［実習生］６名（西南学院大学国際文化学部、

福岡大学人文学部歴史学科、筑紫女学園大学

文学部、佐賀大学芸術地域デザイン学部）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実習生によるギャラリートーク 
［ 平成 31 年度博物館実習実施状況 ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業名 （時間） 授業概要 校数
（授業数） 人数

1
大昔のくらし①
「火起こし」
（90分）

道具を⽤いて２種類の火起こしを体験。
火が生活に与えた影響と発火技術の変遷
を学習する。

2
（7） 238

2
大昔のくらし②

「祈りとまじない」
（90分）

勾玉を製作体験。
祈りの品を⽤いて昔の人々の生活と想いを
学習する。

12
（26） 830

3
大陸とのまじわり①

「卑弥呼と鏡」
（90分）

低温度溶解⾦属の鏡を鋳造製作体験。
⾦属加⼯等の外来技術をとおして大陸との
つながりを学習する。

20
（51） 1692

4
大陸とのまじわり②

「木簡を書く」
（90分）

木簡を製作体験。
鴻臚館跡の出土品に触れ，奈良時代の役
人の生活や古代におけるアジアとのつながりを
学習する。

3
（9） 304

5
職業体験

「チャレンジ考古学」
（45分）

模型を⽤いた土器の復元作業や拓本作業
を体験。
将来の就業に向けた動機付けとして，学芸
員業務の一端を学習する。

5
（12） 385

42
（105） 3449合計

授業名 （時間） 施設数
（授業数） 人数

1 考古学のこぼれ話①
－みなさまのまちの遺跡について－ 5 189

2 考古学のこぼれ話②
－縄文時代と弥生時代－ － －

3 考古学のこぼれ話③
－古墳時代と古代・中世－ 1 39

4 遺跡のおはなしと勾玉づくり
※児童向け 1 38

7 266合計

実施日 実習内容

オリエンテーション

センター施設⾒学

文化財⾏政と埋蔵文化財センターの役割

施設⾒学（板付遺跡・⾦隈遺跡）

展示計画

遺物の収蔵管理について

遺物の収蔵・整理（実習）

教育普及・資料の利活⽤

展示計画Ⅱ

遺物の保存と管理

遺物の保存と管理（実習）

遺物の保存と調査（実習）

⼦ども考古学教室準備

８⽉10日(土） ⼦ども考古学教室

８⽉６日(火）

８⽉９日(⾦)

８⽉７日(水)

８⽉８日(木)

授業名 （時間） 授業概要 校数
（授業数） 人数

1
大昔のくらし①
「火起こし」
（90分）

道具を⽤いて２種類の火起こしを体験。
火が生活に与えた影響と発火技術の変
遷を学習する。

2
（7） 238

2
大昔のくらし②

「祈りとまじない」
（90分）

勾玉を製作体験。
祈りの品を⽤いて昔の人々の生活と想い
を学習する。

12
（26） 830

3
大陸とのまじわり①

「卑弥呼と鏡」
（90分）

低温度溶解⾦属の鏡を鋳造製作体験。
⾦属加工等の外来技術をとおして大陸と
のつながりを学習する。

20
（51） 1692

4
大陸とのまじわり②

「木簡を書く」
（90分）

木簡を製作体験。
鴻臚館跡の出土品に触れ，奈良時代の
役人の生活や古代におけるアジアとのつな
がりを学習する。

3
（9） 304

5
職業体験

「チャレンジ考古学」
（45分）

模型を⽤いた土器の復元作業や拓本作
業を体験。
将来の就業に向けた動機付けとして，学
芸員業務の一端を学習する。

5
（12） 385

42
（105） 3449合計

授業名 （時間） 施設数
（授業数） 人数

1 考古学のこぼれ話①
－みなさまのまちの遺跡について－ 5 189

2 考古学のこぼれ話②
－縄文時代と弥生時代－ － －

3 考古学のこぼれ話③
－古墳時代と古代・中世－ 1 39

4 遺跡のおはなしと勾玉づくり
※児童向け 1 38

7 266合計

実施日 実習内容

オリエンテーション
センター施設⾒学
文化財⾏政と埋蔵文化財センターの役割
施設⾒学（板付遺跡・⾦隈遺跡）
展示計画
遺物の収蔵管理について
遺物の収蔵・整理（実習）
教育普及・資料の利活⽤
展示計画Ⅱ
遺物の保存と管理
遺物の保存と管理（実習）
遺物の保存と調査（実習）
⼦ども考古学教室準備

８⽉10日(土) ⼦ども考古学教室

実施日 実習内容
８⽉13日(火) 展示計画Ⅲ
８⽉14日(⽔) 展示計画Ⅳ
８⽉15日(木) 展示計画Ⅴ

展示準備
展示作業
実習を振り返って
教育普及活動について
レポート作成

８⽉６日(火）

８⽉９日(⾦)

８⽉17日(土）

８⽉７日(⽔)

８⽉８日(木)

８⽉16日(⾦)

－10－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②職場体験 
 中学生に将来の職業や進路に対する関心や

理解を深めてもらうことを目的として、福岡

市教育委員会からの依頼により、当センター

の業務を体験する職場体験を実施している。

平成 31 年度は 2 校から 5 名の中学生を受け

入れ、保存処理や資料の収蔵、出前授業の教

材準備などを体験してもらった。 
 
（７）イベント 

①子ども考古学教室 
子どもたちに郷土の歴史への関心をもって

もらうきっかけの場として、小学生・中学生

を対象とした「子ども考古学教室｣を実施した。 
文化財を専門とする職員が鏡の歴史を解説

した後、低温度融解金属を使用して鏡の鋳造

体験を行った。金属加工等の外来技術をとお

して大陸とのつながりを知ってもらうことを

目指した。 
［実施日］令和元年８月 10 日（土） 
［実施時間］10:00～12:00・14:00～16:00 
［受講者数］合計 38 組 51 名 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

子ども考古学教室 
 
②収蔵庫暗闇ツアー 

真っ暗にした収蔵庫内を提灯の灯りを頼り

に探検し、歴史に関するクイズを解きながら

ゴールを目指すというイベント。平成 29 年度

より毎年実施している。日頃歴史にあまり触

れることのない市民を参加者に想定し、収蔵

品を手に取って観察できる場も数多く設ける

など、福岡市の歴史とその魅力を体感できる

よう工夫した。 
［実施日］令和元年８月３日（土） 
［実施時間］10:00～12:30・13:30～16:00 
［受講者数］合計 26 組 89 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      収蔵庫暗闇ツアー 
③遺物写真撮影会 
 出土品を手にとったりしながら、自由に写

真を撮影し、SNS 等にアップロードできるイ

ベント。市内の遺跡から掘り出された出土品

に親しみをもってもらおうと、衣装や小道具

などを用意して工夫している。収蔵庫暗闇ツ

アー同様に、普段当センターに来館する機会

が少ない市民を対象に企画したものである。 

 平成 31 年度は下記の通り実施予定であった

が、新型コロナウィルス感染拡大を防止する

ため、中止とした。 
［実施日］令和２年３月 21 日（土） 
［実施時間］10:00～15:00 
 
（８）刊行物 

〇『福岡市埋蔵文化財センター年報』第 38 号

 平成 30（2018）年度 A4 版 24 頁、令和２

年 1 月 31 日発行、文化財関係機関・図書館

等に配布。 
〇展示案内パンフレット『見学のしおり』 

B43 つ折り 2 頁、来館者に無料配布。 
〇児童向け収蔵品紹介『マイコレ』 
 変形 A4 版 3 つ折り 6 頁、来館した児童に

無料配布。 
〇『2019 年度講座案内』 
 チラシ、A4 版 2 頁、文化財関係機関・図書

館、来館者に無料配布。 

実施日 実習内容

８⽉13日(火） 展示計画Ⅲ

８⽉14日(水) 展示計画Ⅳ

８⽉15日(木) 展示計画Ⅴ

展示準備

展示作業

実習を振り返って

教育普及活動について

レポート作成

８⽉17日(土）

８⽉16日(⾦)

実施日 実習内容

オリエンテーション
センター施設⾒学
文化財⾏政と埋蔵文化財センターの役割
施設⾒学（板付遺跡・⾦隈遺跡）
展示計画
遺物の収蔵管理について
遺物の収蔵・整理（実習）
教育普及・資料の利活⽤
展示計画Ⅱ
遺物の保存と管理
遺物の保存と管理（実習）
遺物の保存と調査（実習）
⼦ども考古学教室準備

８⽉10日(土) ⼦ども考古学教室

実施日 実習内容
８⽉13日(火) 展示計画Ⅲ
８⽉14日(⽔) 展示計画Ⅳ
８⽉15日(木) 展示計画Ⅴ

展示準備
展示作業
実習を振り返って
教育普及活動について
レポート作成

８⽉６日(火）

８⽉９日(⾦)

８⽉17日(土）

８⽉７日(⽔)

８⽉８日(木)

８⽉16日(⾦)

－11－



 

４４．．保保存存処処理理  

  

（１）はじめに 
 当センターでは昭和 57 年の開館以来、市

内出土埋蔵文化財のうち腐蝕や劣化により資

料としての取り扱いや、通常の保管が困難な

もの（主に対象となるのは木製品と金属製品）

について、保存のための科学的処置を講じて

いる。当初は直接的な処置のための限られた

機器で作業を行ってきたが、平成 11 年度の

増築により事前調査機器や大型の処理装置な

どが導入され、幅広い資料に対応が可能とな

っている。増築前後の施設の内容については、

年報の第 15 号（増築前）、18 号（増築後）

をそれぞれ参照されたい。 
 
（２）有機物（出土木製品） 
１）保存処理の概要 
 令和元年度処理を行ったのは 8 遺跡 303 点

で、その内容は一覧表の通りである。この内、

今宿五郎江 11 次の 119 点、原 28 次の１点計

120 点は国庫補助事業によるものである。 
 処理方法は資料の大きさ、構造、樹種、劣

化状態などの諸条件を基に、主に次の三つの

方法から選択している。一つは、開館以来中

心的に用いている、PEG-4000 を用いた「PEG
含浸法」、もう一つは人工合成糖類トレハロ

ースを用いた「トレハロース含浸法」、三つ

目は大型の凍結乾燥機を用いた「真空凍結乾

燥法」である。 
これらの方法にはそれぞれ一長一短ある

が、現状では PEG 含浸法を中心的に行い、

他の方法については PEG 含浸法で処理が困

難とされる墨書を有する資料、漆器、広葉樹

芯持ち材、大型の木製品などに対しての適用

を想定している。この内、トレハロース含浸

法は、従来行われてきたラクチトール含浸法

に代わり、新たに開発され普及しつつある処

理法である。当センターにおいてはノウハウ

が十分に蓄積されておらず、試験的な運用に

止まっている。本格的な運用にあたっては、

先進的に行っている機関からの指導を受ける

などが必要であるが、現在具体的な計画は立

っていない。 
 
２）保存処理の工程 
 各処理法による作業は、資料の洗浄、処理

前写真の撮影、処理カードの作成といった共

通作業の後、次のような工程で行っている。 
●PEG 含浸法 
①資料の梱包･･･不織布で梱包し、メッシュ入

りコンテナ等に納める。 
②PEG 含浸･･･専用の含浸装置に資料を入

れ、注水、60℃に加熱する。温度が安定した

ら初期濃度 20%より置換開始。濃度は１週間

に一度溶液を採取して、溶液の重量と水分蒸

発後の重量比較により算出する。約９ヶ月で

100%まで濃度を上げる。 
③遺物の取り上げ～洗浄、乾燥（PEG の固化）

･･･溶液から取り出し後、温水で表面を洗浄

し、自然乾燥。  
④処理後の点検作業･･･変形、破損の有無を点

検し、処理カードに記入。 
⑤脱色及び表面処理･･･湯煎したアルコール

による表面洗浄。 
⑥修復･･･エポキシ系接着剤による折損部の

接合、エポキシ樹脂にマイクロバルーンを混

入した材料による欠損の復元。 
●トレハロース含浸法 
①溶液の準備･･･ステンレス製の深型バット

にトレハロースを水で溶解。初期濃度は 40%
程度。水温 75℃の湯をはった PEG2m 漕中に

先述のバットを設置。湯煎によって加熱。 
②トレハロースの含浸置換･･･資料を溶液に

入れ、徐々に高濃度の溶液と入れ替えること

で濃度の上昇を図る。70℃で限界濃度（70%
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程度）まで含浸させる。期間は小型資料で 10
日～2 週間程度。 
③結晶化･･･資料を溶液から取り出し、送風機

によって常温の風を当てることで、糖の結晶

化を図る。 
④洗浄･･･表面に固着しているトレハロース

の結晶を、スチーム洗浄機を用いて洗浄。 
●真空凍結乾燥法 
①PEG の含浸置換･･･注水した PEG 含浸装

置中に資料を入れ、60℃に加熱。約 6 ヶ月か

けて 50％に濃度を上げる。 
②遺物の取り上げ～洗浄･･･溶液から取り出

し後、温水で表面洗浄。 
③凍結乾燥処理･･･資料を真空凍結乾燥機に

入れ、装置を作動。1 ヶ月程度－40℃～－60
℃で予備凍結させる。その後チャンバーを真

空にして、水分の昇華を図る。 
令和元年度は、真空凍結乾燥法による木製

品の処理は行っていない。 
 保存処理の完了した資料は、全て埋蔵文化

財センターの特別収蔵庫に保管している。 
 
３）保存処理資料の紹介 

令和元年度に保存処理を行った資料の一

部を紹介する。 
●今宿五郎江遺跡 11 次調査出土木製品(写真

1～7) 
西区今宿西一丁目、東一丁目に所在する。

平成 14 年度からの伊都土地区画整理事業に

伴う調査の一つで、弥生時代後期には大規模

な環濠集落が形成された。弥生時代後期のも

のとみられる環濠谷部を中心に多量の木製品

が出土している。 
写真 1 左は横槌。敲

こう

打
だ

部である身が太くて

短い形状である。民具の事例を用いた検討(渡

辺 1985)などから藁
わら

打ち用のものであると推

定される。 
写真 1 中央は砧

きぬた

(布打ち具)か。布打ちやシ

ワのばし、布生地に光沢や張りをだす打
うち

衣
ぎぬ

と

いった用途が想像されるが、詳細は不明であ

る。 
 写真 1 右は用途不明であるが、横槌状木製

品と呼称されるものである。福岡市内では、

西区の元岡・桑原遺跡群、吉武遺跡群、都地
と じ

遺

跡、博多区雀
ささ

居
い

遺跡、高畑
たかばたけ

遺跡、下月
しもつき

隈
ぐま

Ｃ遺

跡などに出土例がある。これら製品の用途に

ついて検討を行った比佐陽一郎、菅波正人両

氏によると、形状は横槌または砧に似るが、

槌部が小さいため使用法は異なるとしてお

り、出土例はいずれも祭祀関連の遺構や遺物

と共伴していることから、これらも祭祀品で

ある可能性を指摘している(比佐・菅波 2009)。
本資料の出土した 11 次調査区北半中央付近

に位置する谷 1203 遺構等において、農具(写

真 2)・漁労具(写真 3)に加え、鳥形(写真 4)や
人形(写真 5)といった木偶

もくぐう

が出土しており(杉

山 2014)、祭祀行為が想起される。 
 写真 6 は竪

たて

杵
ぎね

。一木作り。本来は棒の中央

に細い握り部を作り、両端に太い搗
つ

き部を持

つ形状であるが欠損している。 
 写真 7 は横

よこ

杵
ぎね

。枝分かれ部を利用した一木

作りである。弥生時代後期のもので、近隣で

は春日市辻田
つじばたけ

遺跡において類例がある(福岡

県教委 編 1979)。 
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写真２．左 : 平鍬 (05920)、右 : 狭鍬 (05504)

写真１．左から横槌 ( 遺物番号 06870)・砧 (12735)・横槌状製品 (05893)

写真４．鳥形木製品 (01866)

６．竪杵 (07003)　

写真３．手前は錘 (07374)、
後ろ二つはヤス ( 手前から 06300、06783)

５．人形木製品 (03657)

７．横杵 (05914)
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処理No. 遺物No. 資料名 時代 報告書Fig 処理方法

元岡・桑原20次(調査番号：0001　市報1328集)
36133 20170 火鑽棒 古墳時代～古代 Fig4-33 自然乾燥・アルコール洗浄
36134 20171 火鑽棒 古墳時代～古代 Fig4-34 自然乾燥・アルコール洗浄
36135 20190 ヤス 古墳時代～古代 Fig5-53 自然乾燥・アルコール洗浄
36136 20210 不明残材 古墳時代～古代 Fig6-73 自然乾燥・アルコール洗浄
36137 20222 不明部材 古墳時代～古代 Fig7-85 自然乾燥・アルコール洗浄
36138 20249 箱などの側板 古墳時代～古代 Fig9-112 自然乾燥・アルコール洗浄

今宿五郎江11次(調査番号：0531　市報1221集)
36139 00794 ヤス 弥生時代後期 Fig58-794 PEG含浸(3ｍ槽)
36013 01236 木鏃 弥生時代後期 Fig64-1236 PEG含浸(3ｍ槽)
36014 01308 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36015 01309 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36016 01311 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36017 01320 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36018 01531 鋤(把手) 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36019 01599 容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36020 01649 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36021 01650 鍬頭部 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36022 01653 鋤先か 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36023 01866 鳥形製品 弥生時代後期 Fig73-1866 PEG含浸(3ｍ槽)
36024 01875 不明部材 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36140 02358 ヤス 弥生時代後期 Fig57-2358 PEG含浸(3ｍ槽)
36025 02690 鍬柄 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36026 03245 鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36027 03459 接合部材か 弥生時代後期 Fig75-3459 PEG含浸(3ｍ槽)
36141 03633 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36028 03657 人形製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36029 03750 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36030 03799 鍬頭部 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36031 03803 エブリ 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36032 04047 エブリ 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36033 04187 又鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36034 04233 狭鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36035 04559 平鍬 弥生時代後期 Fig45-4559 PEG含浸(3ｍ槽)
36036 04775 組合式案天板 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36142 05181 棒状（ヤス？） 弥生時代後期 Fig58-5181 PEG含浸(3ｍ槽)
36037 05228 横杵または木槌か 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36038 05280 エブリか 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36039 05285 ヤス 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36040 05354 容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36143 05364 ヤス 弥生時代後期 Fig58-5364 PEG含浸(3ｍ槽)
36041 05366 木鏃 弥生時代後期 Fig64-5366 PEG含浸(3ｍ槽)
36042 05498 脚付容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36043 05504 狭鍬 弥生時代後期 Fig48-5504 PEG含浸(3ｍ槽)
36044 05525 不明板状製品 弥生時代後期 Fig63-5525 PEG含浸(3ｍ槽)
36045 05542 不明楕円状板 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36046 05546 鍬頭部 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36047 05578 不明板 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36048 05603 農工具柄 弥生時代後期 Fig62-5603 PEG含浸(3ｍ槽)
36049 05612 接合部材 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36144 05649 又鍬 弥生時代後期 Fig48-5649 PEG含浸(3ｍ槽)
36050 05694 独楽状製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36051 05695 火鑽臼 弥生時代後期 Fig63-5695 PEG含浸(3ｍ槽)
36052 05703 台付容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36145 05707 ヤス 弥生時代後期 Fig57-5707 PEG含浸(3ｍ槽)
36053 05708 鍬柄 弥生時代後期 Fig50-5708 PEG含浸(3ｍ槽)
36146 05709 ヤス 弥生時代後期 Fig57-5709 PEG含浸(3ｍ槽)
36054 05710 接合部材 弥生時代後期 Fig74-5710 PEG含浸(3ｍ槽)
36055 05711 容器脚部か 弥生時代後期 Fig67-5711 PEG含浸(3ｍ槽)
36147 05718 ヤス 弥生時代後期 Fig58-5718 PEG含浸(3ｍ槽)
36056 05731 蓋 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36057 05733 装飾具か 弥生時代後期 Fig73-5733 PEG含浸(3ｍ槽)
36058 05739 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36059 05748 不明板状製品 弥生時代後期 Fig63-5748 PEG含浸(3ｍ槽)
36060 05761 杵か 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36061 05798 槽か 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36062 05806 鋤(把手) 弥生時代後期 Fig52-5806 PEG含浸(3ｍ槽)
36063 05828 斧柄 弥生時代後期 Fig61-5828 PEG含浸(3ｍ槽)
36148 05857 ヤス 弥生時代後期 Fig58-5857 PEG含浸(3ｍ槽)
36149 05858 ヤス 弥生時代後期 Fig57-5858 PEG含浸(3ｍ槽)
36064 05862 ヤス 弥生時代後期 Fig58-5862 PEG含浸(3ｍ槽)
36150 05878 ヤス 弥生時代後期 Fig58-5878 PEG含浸(3ｍ槽)
36065 05879 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36066 05893 不明(横槌状製品) 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36151 05914 横杵 弥生時代後期 Fig56-5914 PEG含浸(3ｍ槽)
36152 05915 竪杵 弥生時代後期 Fig53-5915 PEG含浸(3ｍ槽)
36067 05917 又鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36068 05920 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36153 05963 ヤス 弥生時代後期 Fig57-5963 PEG含浸(3ｍ槽)
36069 05979 ヘラ状製品 弥生時代後期 Fig63-5979 PEG含浸(3ｍ槽)

36070 06220 容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36154 06291 横槌 弥生時代後期 Fig56-6291 PEG含浸(3ｍ槽)
36071 06300 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6300 PEG含浸(3ｍ槽)
36072 06319 椅子脚部 弥生時代後期 Fig72-6319 PEG含浸(3ｍ槽)
36073 06323 紡錘車 弥生時代後期 Fig63-6323 PEG含浸(3ｍ槽)
36074 06383 槽 弥生時代後期 Fig67-6383 PEG含浸(3ｍ槽)
36155 06436 不明棒状 弥生時代後期 Fig59-6436 PEG含浸(3ｍ槽)
36075 06455 把手付容器 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36076 06477 不明把手 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36156 06493 横杵 弥生時代後期 Fig54-6493 PEG含浸(3ｍ槽)
36157 06494 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6494 PEG含浸(3ｍ槽)
36077 06496 容器脚部 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36078 06541 椅子脚部か 弥生時代後期 Fig72-6541 PEG含浸(3ｍ槽)
36079 06573 不明製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36080 06586 又鍬 弥生時代後期 Fig49-6586 PEG含浸(3ｍ槽)
36081 06734 束ね具か 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36082 06761 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36083 06764 接合部材か 弥生時代後期 Fig74-6764 PEG含浸(3ｍ槽)
36084 06772 不明把手 弥生時代後期 Fig60-6772 PEG含浸(3ｍ槽)
36158 06782 ヤス 弥生時代後期 Fig57-6782 PEG含浸(3ｍ槽)
36159 06783 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6783 PEG含浸(3ｍ槽)
36085 06790 鋤先 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36086 06845 鍬柄 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36087 06847 鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36160 06853 ヤス 弥生時代後期 Fig57-6853 PEG含浸(3ｍ槽)
36088 06854 鍬頭部　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36089 06857 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36090 06870 横槌 弥生時代後期 Fig56-6870 PEG含浸(3ｍ槽)
36091 06873 容器　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36161 06877 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6877 PEG含浸(3ｍ槽)
36092 06898 紡錘車 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36162 06918 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6918 PEG含浸(3ｍ槽)
36093 06969 不明 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36163 06972 ヤス 弥生時代後期 Fig58-6972 PEG含浸(3ｍ槽)
36094 06976 鍬頭部　 弥生時代後期 Fig44-6976 PEG含浸(3ｍ槽)
36095 06986 平鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36096 07000 不明板状製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36097 07001 円錐状製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36164 07003 竪杵 弥生時代後期 Fig53-7003 PEG含浸(3ｍ槽)
36165 07022 ヤス 弥生時代後期 Fig57-7022 PEG含浸(3ｍ槽)
36166 07051 ヤス 弥生時代後期 Fig59-7051 PEG含浸(3ｍ槽)
36098 07063 鍬　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36099 07065 叩き具か 弥生時代後期 Fig63-7065 PEG含浸(3ｍ槽)
36100 07076 不明製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36101 07077 鍬柄 弥生時代後期 Fig50-7077 PEG含浸(3ｍ槽)
36167 07087 ヤス 弥生時代後期 Fig57-7087 PEG含浸(3ｍ槽)
36102 07091 不明 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36103 07101 槽 弥生時代後期 Fig67-7101 PEG含浸(3ｍ槽)
36104 07112 不明(機織り具か) 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36105 07121 不明板状製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36106 07238 鍬柄 弥生時代後期 Fig50-7238 PEG含浸(3ｍ槽)
36107 07374 木錘 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36108 07449 不明板状製品 弥生時代後期 Fig63-7449 PEG含浸(3ｍ槽)
36109 07547 杵　 弥生時代後期 Fig55-7547 PEG含浸(3ｍ槽)
36110 07551 不明ヘラ状製品 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36111 07583 火鑽臼 弥生時代後期 Fig63-7583 PEG含浸(3ｍ槽)
36112 07601 又鍬　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36168 07612 棒状（ヤス？） 弥生時代後期 Fig59-7612 PEG含浸(3ｍ槽)
36113 07615 鍬頭部　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36114 07617 鍬頭部　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36169 12071 ヤス 弥生時代後期 Fig58-12071 PEG含浸(3ｍ槽)
36115 12072 鍬 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36116 12078 槽の脚部　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36117 12094 台付容器の脚 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36118 12112 ヤス 弥生時代後期 Fig57-12112 PEG含浸(3ｍ槽)
36119 12116 ヤス 弥生時代後期 Fig58-12116 PEG含浸(3ｍ槽)
36120 12183 杭先 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36121 12254 又鍬　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36122 12255 棒状製品 弥生時代後期 Fig59-12255 PEG含浸(3ｍ槽)
36123 12257 接合部材 弥生時代後期 Fig74-12257 PEG含浸(3ｍ槽)
36124 12281 杭 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36125 12287 鍬柄 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36126 12308 杭先 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36127 12324 斧柄 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36128 12327 斧柄 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36129 12353 不明厚手板 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36130 12354 組合せ式案の脚 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36131 12356 容器　 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36170 12735 横槌or砧 弥生時代後期 Fig55-12735 PEG含浸(3ｍ槽)

元岡・桑原49・51次(調査番号：0611　市報1356集)
36171 04368 杵 弥生時代後期 Fig48-368 PEG含浸(3ｍ槽)
36172 04394 不明 弥生時代後期 Fig51-394 PEG含浸(3ｍ槽)

令和元 ( ２０１９) 年度保存処理木製品一覧
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36173 04366 鋤先 弥生時代後期 Fig48-366 PEG含浸(3ｍ槽)

元岡・桑原53次(調査番号：0768　市報1328集)
36174 00029 井戸枠 古代 Fig13-29 PEG含浸(3ｍ槽)
36175 00030 井戸枠 古代 Fig13-30 PEG含浸(3ｍ槽)
36176 00031 井戸枠 古代 Fig13-31 PEG含浸(3ｍ槽)
36177 00032 井戸枠 古代 Fig13-32 PEG含浸(3ｍ槽)
36178 00033 井戸枠 古代 Fig13-33 PEG含浸(3ｍ槽)
36179 00034 井戸枠 古代 Fig13-34 PEG含浸(3ｍ槽)
36180 00035 井戸枠 古代 Fig13-35 PEG含浸(3ｍ槽)
36181 00036 井戸枠 古代 Fig13-36 PEG含浸(3ｍ槽)
36182 00038 棒状不明 古代 Fig13-38 PEG含浸(3ｍ槽)
36183 00039 棒状不明 古代 Fig13-39 PEG含浸(3ｍ槽)
36184 番号不明 不明 古代 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)

久保園4次(調査番号：0827　市報1148集)
36185 02030 紡錘車未製品 弥生時代後期 Fig39-260 PEG含浸(3ｍ槽)
36186 06003 樹皮 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36187 06005 ヒョウタン片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36188 06018 樹皮 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36189 13034 不明 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36190 13041 樹皮 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36191 13042 不明棒状 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36192 13045 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36193 42001 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36194 42002 不明(円形蓋状) 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)

36195 42003 不明半丸太状
+二又状 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)

36196 42005 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36197 42013 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36198 42015 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36199 不明 不明木片 弥生時代後期 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)

元岡・桑原54次(調査番号：0844　市報1380集)
36200 02101 不明 弥生時代中期～古代 Fig10-101 PEG含浸(3ｍ槽)
36201 02102 不明(接合部有り) 弥生時代中期～古代 Fig10-102 PEG含浸(3ｍ槽)
36202 02103 不明板片(鍬？) 弥生時代中期～古代 Fig10-103 PEG含浸(3ｍ槽)
36203 02104 木槌か 弥生時代中期～古代 Fig10-104 PEG含浸(3ｍ槽)
36204 02105 不明半円板状(柄か?) 弥生時代中期～古代 Fig10-105 PEG含浸(3ｍ槽)
36205 02106 不明 弥生時代中期～古代 Fig10-106 PEG含浸(3ｍ槽)
36206 02107 櫛 弥生時代中期～古代 Fig10-107 PEG含浸(3ｍ槽)
36207 02108 不明半円月状 弥生時代中期～古代 Fig10-108 PEG含浸(3ｍ槽)
36208 02109 不明板棒状 弥生時代中期～古代 Fig10-109 PEG含浸(3ｍ槽)
36209 02110 不明板棒状 弥生時代中期～古代 Fig10-110 PEG含浸(3ｍ槽)
36210 02111 不明板状 弥生時代中期～古代 Fig11-111 PEG含浸(3ｍ槽)
36211 02112 不明板状 弥生時代中期～古代 Fig11-112 PEG含浸(3ｍ槽)
36212 02113 不明板状 弥生時代中期～古代 Fig11-113 PEG含浸(3ｍ槽)
36213 02114 不明板状 弥生時代中期～古代 Fig11-114 PEG含浸(3ｍ槽)
36214 02115 不明板状 弥生時代中期～古代 Fig11-115 PEG含浸(3ｍ槽)
36215 02116 不明半円板状 弥生時代中期～古代 Fig11-116 PEG含浸(3ｍ槽)
36216 02117 不明板状(半月形) 弥生時代中期～古代 Fig11-117 PEG含浸(3ｍ槽)
36217 02118 蓋か 弥生時代中期～古代 Fig11-118 PEG含浸(3ｍ槽)
36218 02119 ヤス？ 弥生時代中期～古代 Fig11-119 PEG含浸(3ｍ槽)
36219 02120 棒状不明 弥生時代中期～古代 Fig11-120 PEG含浸(3ｍ槽)
36220 02121 棒状不明 弥生時代中期～古代 Fig11-121 PEG含浸(3ｍ槽)
36221 02122 棒状不明 弥生時代中期～古代 Fig11-122 PEG含浸(3ｍ槽)
36222 02123 ヤス？ 弥生時代中期～古代 Fig11-123 PEG含浸(3ｍ槽)
36223 02124 棒状不明(接合部有り) 弥生時代中期～古代 Fig11-124 PEG含浸(3ｍ槽)
36224 02125 不明 弥生時代中期～古代 Fig11-125 PEG含浸(3ｍ槽)

原28次(調査番号：1126　市報1199集)
36132 50174 井戸枠 12世紀中～後半頃 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36225 00174 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig17-174 PEG含浸(3ｍ槽)
36226 00204 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-204 PEG含浸(3ｍ槽)
36227 00205 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-205 PEG含浸(3ｍ槽)
36228 00206 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-206 PEG含浸(3ｍ槽)
36229 00207 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-207 PEG含浸(3ｍ槽)
36230 00208 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-208 PEG含浸(3ｍ槽)
36231 00209 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-209 PEG含浸(3ｍ槽)
36232 00210 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig24-210 PEG含浸(3ｍ槽)
36233 50001 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36234 50002 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36235 50003 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36236 50004 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36237 50005 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36238 50006 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36239 50007 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36240 50008 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36241 50009 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36242 50010 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36243 50011 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36244 50012 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36245 50013 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36246 50014 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36247 50015 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36248 50016 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)

36249 50017 井戸枠 11世紀頃？ Fig14-SE280 PEG含浸(3ｍ槽)
36250 50018 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36251 50019 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36252 50020 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36253 50021 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36254 50022 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36255 50023 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36256 50024 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36257 50025 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36258 50026 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36259 50027 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36260 50028 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36261 50029 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36262 50030 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36263 50031 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36264 50032 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36265 50033 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36266 50034 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36267 50035 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE235 PEG含浸(3ｍ槽)
36268 50036 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36269 50037 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36270 50038 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36271 50039 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36272 50040 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36273 50041 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36274 50042 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36275 50043 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36276 50044 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36277 50045 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36278 50046 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36279 50047 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36280 50048 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36281 50049 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36282 50050 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36283 50051 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36284 50052 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36285 50053 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36286 50054 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36287 50055 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36288 50056 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36289 50057 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36290 50058 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36291 50059 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36292 50060 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36293 50061 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36294 50062 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36295 50063 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36296 50064 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36297 50065 井戸枠 12世紀中～後半頃 Fig13-SE236 PEG含浸(3ｍ槽)
36298 50136 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36299 50137 杭片 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36300 50138 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36301 50139 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36302 50140 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36303 50141 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36304 50142 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36305 50143 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36306 50144 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36307 50145 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36308 50146 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36309 50147 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36310 50148 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36311 50149 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36312 50150 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36313 50151 杭 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)
36314 番号不明 井戸枠片 不明 未図化 PEG含浸(3ｍ槽)

那珂170次(調査番号：1704　市報1391集)

36468 整理中 漆器椀（塗膜
のみ）

15世紀～16世
紀前半頃 未図化 樹脂強化
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（３）金属製品 

１）保存処理の概要と工程 

本年度に木製品以外で何らかの処理を行った

資料は、7遺跡 151 点である。 

内訳は鉄、銅・青銅、鉛などの金属製品 145
点、ガラス 4点、動物遺体（鹿角）1点、その

他に坩堝 1点である。 

①事前調査 

出土した金属遺物のほとんどは土、錆に覆わ

れている。肉眼だと遺物表面の状態を観察する

ことはできるが、内部構造まで見極めることは

難しい。そのため、X線透過撮影装置や蛍光 X
線分析装置などの分析機器を用いることによ

って、遺物の形状・錆の進行状況・材質などを

把握している。 

②クリーニング 

事前調査で得られた結果をもとに、遺物の形

状をよりわかりやすくするために、不必要な土

や錆を手作業で除去する。 

鉄製品は硬く分厚い錆に覆われているため、

グラインダーやエアーブラシなどを使用し錆

層を削っていく。銅・青銅製品は表面の錆層が

薄く、遺物本来の形状が保たれているものが多

い。そのため表面に付着した土をアルコールで

軟らかくし、筆やメスなどで慎重に取り除くに

とどめる。 

③安定化処置 

鉄・銅製品中には塩化物イオンなどの塩類が

含まれており、腐食を促進させる大きな要因と

なっている。これらを除去し腐食の進行を抑制

することを目的とする。鉄製品の場合、メタル

が残存している資料にはセスキ炭酸ナトリウ

ムの水溶液に浸漬し、塩類を溶出させる方法を

とっている。銅製品に対しては、アルコールと

ベンゾトリアゾール（BTA）の混合液に含浸さ

せることで、塩類の不活性化と資料の安定化を

はかっている。 

④樹脂含浸 

金属器の多くは、内部に亀裂や空隙ができて

おり、物理的に脆弱な状態である。そのため、

遺物にアクリル樹脂を含浸させることで強化

と保護膜の形成を施す。 

塗膜の厚さを考慮し、鉄器にはパラロイド

NAD-10、銅製品にはパラロイド B-72 を使用

している。 

⑤修復 

 破片を接合し、本来の形状に戻す。 

 使用する接着剤は、強度を要するものはエポ

キシ系、特に要さないものに対してはセルロー

ス系と使い分けている。 

 以上が処理の大まかな流れであるが、保存処

理を行ったとしても、それはあくまで延命治療

であり、環境の変化によって再び腐食が進行す

るおそれがある。  

そのため、当センターでは、金属製品は温湿

度が管理され安定した環境下にある特別収蔵

庫内にて保管している。 

また、資料によっては、酸素を透過しない特

殊なフィルム袋に資料と脱酸素剤を入れてパ

ックする方法（三菱ガス化学：RP システム）

により保管する。 

 
２）保存処理資料の紹介 

 令和元年度処理資料の中から、次の 2点につ

いて紹介する。いずれも博多遺跡群第 217 次調

査地点より出土したもので以下の記述は当該

資料の保存科学的調査報告（松園・比佐 2020）

にもとづく。 

①銀粒子付着坩堝片 

 先行研究（沓名 2014）を参考に、まず X 線

透過撮影を行った。非金属生産の土製品であれ

ば全体が均一あるいは厚みの違いが濃淡の差

となって映し出されるが、本資料では内面全体

に広がる影が見られた。また、所々に X線の透

過度が低い粒状の部分も確認でき、何らかの重

元素が存在することが判明した。顕微鏡による

観察では、粒状の部分は黒銀色を呈しており、

蛍光 X 線分析において銀が検出された。付着

した銀粒子であると見られる。本資料からは他

に、ビスマス、鉛、臭素、銅などの元素も確認
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されており、いずれも銀精錬、銀鉱山に由来す

る元素と推定される。特に、ビスマスは石見銀

山の鉱石に多く含まれていることが、これまで

の分析調査により知られている（村上ほか

2007）。また、鉛は精錬の際に銀と熔融させる

ために用いられたもの、臭素は銀の腐食に伴う

ものと推測される。 

以上の点から、石見銀山産出の銀鉱石が博多

に持ち込まれ、銀の精錬・加工が行われていた

可能性がある。博多における金属生産技術を示

すものとして貴重な資料であると言える。 

②銅製扇型飾金具 

 扇形の地板に獅子、花形の飾り金具を配した

ものである。X線透過撮影により、地板と飾り

金具は別造りであり、地板の上に飾り金具を極

小の釘で留めていることがわかった。また、蛍

光 X 線分析において各部位の材質調査を行っ

たところ、地板・飾り金具ともに銅のピークが

突出しており、成分のほとんどが銅であること

が判明した。ただ、花形の飾り金具からは、銅

を主成分としながらも鉛がわずかに検出され

ている。 

 また、煮色などの表面処理が施されている

可能性を考慮し、硫黄の有無に注目したが、

顕著なピークが見られなかったため、現状は

不明である。 
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蛍光 X 線分析結果のスペクトル図 

銀坩堝 X 線撮影画像

測定箇所：銀粒子

蛍光 X 線分析結果のスペクトル図

X 線撮影画像

銅製扇型飾金具

測定箇所：坩堝内面底部

銀粒子のデジタルマイクロスコープ画像
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処理No. 遺物No. 資料名 材質 時代 報告書Fig

雀居遺跡18次（調査番号：1605　市報 1388 集）
36317 整理中 不明鉄器（棒状） 鉄 弥生前期 200-1375
36318 整理中 不明鉄器（板状） 鉄 古墳前期 200-1376
36319 整理中 不明鉄器（板状） 鉄 弥生～古墳 200-1377
36320 整理中 ガラス小玉 ガラス 弥生～古墳 202-1383

山王遺跡13次（調査番号：1735　市報 1389 集）
36321 整理中 不明鉄器（棒状） 鉄 弥生後期前半 21-10
36322 整理中 ヤリガンナ 鉄 弥生～鎌倉前半 50-33
36323 整理中 不明鉄器（棒状） 鉄 弥生～鎌倉前半 50-34
36324 整理中 不明鉄器（棒状） 鉄 弥生～鎌倉前半 未図化
36325 整理中 不定形鉄片 鉄 弥生～鎌倉前半 未図化
36326 整理中 不定形鉄片 鉄 弥生～鎌倉前半 未図化
36327 整理中 不明鉄器（棒状） 鉄 弥生～鎌倉前半 未図化

山王遺跡14次（調査番号：1806　市報 1390 集）
36328 00207 不明鉄器（板状） 鉄 弥生終末～古墳初頭 18-207
36329 00208 不明鉄器（板状） 鉄 弥生後期 18-208
36330 00209 板状鉄斧 鉄 弥生中期～後期前半 18-209

那珂遺跡群170次（調査番号：1704　市報 1391 集）
36331 整理中 鹿角 動物遺体 中世 未図化

博多遺跡209次（調査番号：1638　市報 1395 集）
36332 整理中 小刀 鉄 中世 89-1
36333 整理中 鉄鎌 鉄 中世 89-2
36334 整理中 小刀 鉄 中世 89-3
36335 整理中 小刀 鉄 中世 89-4
36336 整理中 鉄鍋片 鉄 中世 89-5
36337 整理中 和鏡 銅・青銅 中世 89-6
36338 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36339 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36340 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-3
36341 整理中 銅銭（景徳元寶） 銅・青銅 中世 90-4
36342 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-5
36343 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-6
36344 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-7
36345 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36346 整理中 銅銭（皇宋通寶） 銅・青銅 中世 90-9
36347 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-10
36348 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36349 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36350 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-13
36351 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-14
36352 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36353 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36354 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-17
36355 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-18
36356 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-19
36357 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-20
36358 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-21
36359 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36360 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-23
36361 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-24
36362 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-25
36363 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36364 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-27
36365 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36366 整理中 銅銭（開元通寶） 銅・青銅 中世 90-29
36367 整理中 銅銭（□平元寶） 銅・青銅 中世 90-30
36368 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-31
36369 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36370 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-33
36371 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-34
36372 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36373 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36374 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36375 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 90-38
36376 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36377 整理中 銅銭（元豊通寶） 銅・青銅 中世 91-40
36378 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-41
36379 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-42
36380 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36381 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-44
36382 整理中 銅銭（元豊通寶） 銅・青銅 中世 91-45
36383 整理中 銅銭（太平通寶） 銅・青銅 中世 91-46
36384 整理中 銅銭（元豊通寶） 銅・青銅 中世 91-47
36385 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36386 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-49
36387 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36388 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-51
36389 整理中 銅銭（熙寧重寶） 銅・青銅 中世 91-52

36390 整理中 銅銭（元豊通寶） 銅・青銅 中世 91-53
36391 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-54
36392 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-55
36393 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-56
36394 整理中 銅銭（元豊通寶） 銅・青銅 中世 91-57
36395 整理中 銅銭（崇寧重寶） 銅・青銅 中世 91-58
36396 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-59
36397 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-60
36398 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36399 整理中 銅銭（寛永通寶） 銅・青銅 中世 91-62
36400 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36401 整理中 銅銭（政和通寶） 銅・青銅 中世 91-64
36402 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-65
36403 整理中 銅銭（永楽通寶） 銅・青銅 中世 91-66
36404 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 91-67
36405 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36406 整理中 銅銭（熙寧元寶） 銅・青銅 中世 91-69
36407 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化

博多遺跡群217次（調査番号：1734　市報 1398 集）
36408 整理中 ガラス小玉 ガラス 中世 8-25
36409 整理中 坩堝 その他 中世後半 11-123
36410 整理中 ガラス連玉 ガラス 中世後半 11-127
36411 整理中 不明鉛製品 その他金属 中世後半 11-128
36412 整理中 鉄砲玉 その他金属 中世後半 28-358
36413 整理中 ガラス容器片 ガラス 中世 28-367
36414 整理中 鉄鏃（雁又） 鉄 14世紀後半以前 29-386
36415 整理中 銅円板 銅・青銅 中世 29-387
36416 整理中 キセル（吸口） 銅・青銅 中世 29-388
36417 整理中 飾金具 銅・青銅 14世紀以降 29-389
36418 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36419 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36420 整理中 銅銭（大□通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36421 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36422 整理中 銅銭（□豊□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36423 整理中 銅銭（天□□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36424 整理中 銅銭（3枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36425 整理中 銅銭（3枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36426 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36427 整理中 銅銭（□元□□） 銅・青銅 中世 未図化
36428 整理中 銅銭（複数枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36429 整理中 銅銭（□元寧寶） 銅・青銅 中世 未図化
36430 整理中 銅銭（□□□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36431 整理中 銅銭（「皇か」宋通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36432 整理中 銅銭（太□□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36433 整理中 銅銭（熙元通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36434 整理中 銅銭（洪「武か」通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36435 整理中 銅銭（6枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36436 整理中 銅銭（禅元符寶） 銅・青銅 中世 未図化
36437 整理中 銅銭（治平通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36438 整理中 銅銭（□観通□） 銅・青銅 中世 未図化
36439 整理中 銅銭（元□通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36440 整理中 銅銭（貨泉） 銅・青銅 中世 未図化
36441 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36442 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36443 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36444 整理中 銅銭（開元通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36445 整理中 銅銭（朝鮮通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36446 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36447 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36448 整理中 銅銭（開元通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36449 整理中 銅銭（元□通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36450 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36451 整理中 銅銭（複数枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36452 整理中 銅銭（永楽通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36453 整理中 銅銭（複数枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36454 整理中 銅銭（□□□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36455 整理中 銅銭（2枚重ね） 銅・青銅 中世 未図化
36456 整理中 銅銭（□元□□） 銅・青銅 中世 未図化
36457 整理中 銅銭（□元和寶） 銅・青銅 中世 未図化
36458 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36459 整理中 銅銭（永楽通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36460 整理中 銅銭（景元祐寶） 銅・青銅 中世 未図化
36461 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36462 整理中 銅銭（元□通寶） 銅・青銅 中世 未図化
36463 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36464 整理中 銅銭（紹元□寶） 銅・青銅 中世 未図化
36465 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36466 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化
36467 整理中 銅銭 銅・青銅 中世 未図化

令和元（2019）年度保存処理金属製品一覧
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付付１１  福福岡岡市市埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターー条条例例等等  

 

福岡市埋蔵文化財センター条例 

 

（設置）  
第１条 発掘調査等で出土した考古学的資料（以下「資料」

という。）の保存と活用を図り，もって市民文化の向上に

資するため，福岡市埋蔵文化財センター（以下「センター」

という。）を福岡市博多区井相田二丁目に設置する。 
（事業） 

第２条 センターは，次の各号に掲げる事業を行う。 
(1) 資料の収集，整理及び保存に関すること。 
(2) 資料を展示し，公開すること。 
(3) 資料の専門的調査研究を行うこと。 
(4) 前３号に掲げるもののほか，センターの設置の目的達

成に必要なこと。 
（職員） 

第３条 センターに所長その他必要な職員を置く。 
（入館の制限） 

第４条 教育委員会は，次の各号のいずれかに該当する者に

対し，入館を拒み，又は退去を命ずることができる。 
(1) センターの管理上必要な指示又は指導に従わない者 
(2) センターの管理上支障があると認められる者 
（資料の貸出し） 

第５条 教育，学術若しくは文化に関する機関若しくは団体

又は学術研究のため特に資料を利用しようとする者は，教

育委員会の許可を受けて資料の貸出しを受けることがで

きる。 
２ 前項の貸出しは，資料の保管について安全が確保できる

と認められる場合に限り行うものとする。 
（損害賠償） 

第６条 資料の観覧者又は貸出しを受けた者が，その責めに

帰すべき理由によりセンターの建物若しくは施設又は資

料を破損し，滅失し，又は汚損して本市に損害を与えたと

きは，これらを原状に復し，又はその損害を賠償しなけれ

ばならない。 
（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか，センターの管理に関

し必要な事項は，教育委員会規則で定める。 
附 則 

この条例は，公布の日から起算して３月を超えない範囲内

において教育委員会規則で定める日から施行する。 
 
      昭和57年教規則第3号により 
      昭和57年2月22日から施行

  

福岡市埋蔵文化財センター条例施行規則 

 

 

（趣旨） 
第１条 この規則は，福岡市埋蔵文化財センター条例（昭和

56年福岡市条例第66号。以下「条例」という。）の施行に

関し必要な事項を定めるものとする。 
第２条 削除 

（平成24教規則２） 
（職員） 

第３条 センターに所長を置く。 
２ 前項の職員のほか，特に必要なときは，その他の職員を

置くことができる。 
３ 所長は，職員のうちから命ずる。 
４ 所長は，上司の命を受けてセンターの事務を掌理し，及

び処理する。 
５ その他職員は，上司の命を受けて分担する事務を処理す

る。 
（平成24教規則２・全改） 

（職務権限の代行） 
第４条 所長に事故がある場合又は所長が欠けた場合におい

て，特に事務取扱者を命じないときは，教育支援部長がそ

の事務を行う。 
（平成24教規則２・全改） 

（開館時間） 
第５条 センターの開館時間は，午前９時から午後５時まで

とする。ただし，教育長は，必要があると認める場合には，

これを変更することができる。 
（休館日） 

第６条 センターの休館日は，次のとおりとする。ただし，

教育長は必要と認める場合には，これを変更し，又は臨時

に休館日を設けることができる。 
(1) 毎週月曜日 
(2) 12月28日から翌年１月４日まで 
（入館者の心得） 

第７条 センターに入館する者は，次の各号に掲げる事項を

守らなければならない。 
(1) 所定の場所以外の場所で飲食し，喫煙し，又は火気を

使用しないこと。 
(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為をしないこ

と。 
(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。 
(4) 所定の場所以外に立ち入らないこと。 
(5) 職員が行う管理上必要な指示又は指導に従うこと。 

（貸出し） 
第８条 条例第５条第１項の規定による資料の貸出しを受け

ようとする者は，福岡市埋蔵文化財センター資料貸出許可

申請書（様式第１号）を教育長に提出しなければならない。 
２ 条例第５条第１項の規定による資料の貸出しの許可は， 

昭和 56 年 12 月 21 日 

条 例  第 66 条 

昭和57年1月25日 
教育委員会規則第4号 



福岡市埋蔵文化財センター資料貸出許可書（様式第２号）を

交付して行う。 
（寄贈等） 

第９条 センターに資料を寄贈し，又は寄託しようとする者

は，教育委員会に申し出なければならない。 
２ 寄託を受けた資料の貸出しは，寄託者の承諾を得て行う

ものとする。 
（委任） 

第10条 この規則の施行に関し必要な事項は，教育長が定め

る。 
附 則 
この規則は，昭和57年２月22日から施行する。 

附 則（昭和61年３月31日教規則第２号） 

この規則は，昭和61年４月１日から施行する。 
附 則（平成３年３月28日教規則第７号） 
この規則は，平成３年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年３月30日教規則第３号） 
この規則は，平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年３月29日教規則第１号） 
この規則は，平成11年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月29日教規則第８号） 
この規則は，平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年６月28日教規則第10号） 
この規則は，平成19年７月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月29日教規則第２号） 
この規則は，平成24年４月１日から施行する。 

 

保存処理設備機器の外部使用許可基準 

１．基本的使用許可基準 

外部に対する保存処理設備機器の使用許可に際しては，

下記の要件を満たすものであることを原則とする。 

 （1）本市の保存処理業務に支障をきたすおそれがないこ

と。 

 （2）文化財保護の観点から重要性があり，本市の文化財

保護行政に寄与するものであること。 

２．その他の使用基準 

 （1）使用は，センター職員の指導・助言のもと，原則と

して外部担当職員が行うものとする。 

 （2）使用に際して必要となる原材料・作業員等は使用者

側（外部）の負担とする。 

 （3）一括委託等請負的な処理は許可しないこととする。 

 （4）民間業者等営利を目的とする団体からの依頼につい

ては許可しないこととする。 

 （5）緊急性のある場合や特殊なものを除いて，通常の保

存処理については受け付ないものとする。 

 （6）使用に際しては，事前にセンター職員と協議のうえ

申請書を提出し，許可を得ることを必要とする。 

 （7）使用にあたってはセンター職員の指示に従うこと。 

また指示以外の行為により機器を破損した場合は，

使用者側の責任において原状回復すること。 

３．対象機器一覧 

 本基準を適用する保存処理機器は，別表一覧表のとおり

とする。 

４．許可基準の理由 （略） 

本基準は平成12（2000）年３月１日より施行する。 

（別紙）＊主な保存処理機器の品名のみを列記 

 大型PEG含浸槽，一体型PEG含浸槽，真空凍結乾燥機，小

型真空凍結乾燥機，有機遺物処理装置，減圧含浸装置，工

業用電子天秤，偏光顕微鏡，実体顕微鏡，ビデオマイクロ

スコープ，赤外線カメラ，画像ファイリング装置，分析用

電子天秤，赤外線分水計，大型滑走式ミクロトーム，蛍光

Ⅹ線分析装置，微小部蛍光Ⅹ線分析装置，Ｘ線回析装置，

走査電子顕微鏡，顕微赤外分光光度計，透過Ⅹ線撮影装置，

分析用試料作成装置，マグネチックスターラー，ドラフト

チャンバー，精密噴射加工機（エアブラシ），精密グライン

ダー，送風定温乾燥機，大型送風定温乾燥機，真空乾燥機，

卓上電気炉，純水製造装置，超音波洗浄機，真空デシケー

ター，攪拌機，真空脱泡用デシケーター，シーラー，バキ

ュームシーラー，ホットエアーガン 

 

埋蔵文化財センターにおける有料複写サービス取扱い要項 

（目的） 

第１ この要項は，福岡市埋蔵文化財センターにおいて，

埋蔵文化財センター図書室所蔵発掘調査報告書等行政資

料のサービスを行う際の取り扱いについて，必要な事項

を定めるものとする。 

(複写サービスの申し込み) 

第２ 複写サービスの申し込みは，口頭で受けるものとす

る。 

（複写手数料） 

第３ 複写サービスについては，福岡市手数料条例（昭和

35年条例11号）第２条第２項に基づき実費を徴収するも

のとし，その複写サービス料金は次のとおりとする。な

お，手数料については利用者が見やすいところに掲示す

るものとする。 

（1）用紙の規格は日本工業規格B列５番からＡ列３番まで

とし，１枚につき10円とする。 

（複写手数料の納入等） 

第４ 行政資料複写の申し込みがあった場合は，申込者に

対して複写手数料の金額を告知し，現金による納入を受

けた後，金銭登録機で打出しした領収票又は現金領収帳

による領収書を交付するものとする。 

 

付則 

 この要項は平成12年４月５日から施行する。 

 この要項は平成14年８月１日から施行する。 

 この要項は平成15年１月７日から施行する。 
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